
『中國文學報」偲目録
　　　　　　　　　　　　（第六十二冊～第七十冊）

　1　総　　　記

評鮎遡源　　　　　　　　　　　　　　　　　　張

人生識字憂患始　　中國讃書人の憂愁　　　　　　川

書評：松原朗著『中國離別詩の成立』　　　　　　川

書評： c纏覆騨］山水書を讃み解く西

紹介：本邦漢籍目録書目　　　　　　　　　　　　山

紹介：本邦漢籍目録圖録及び解題編書目　　　　　山

　2　先秦・漢代文學

「三間大夫」考　あわせて楚國公族の興衰に
　ついて

語り得ぬものへのことば　　『荘子」における
　言語問題と言説への意識について

蒼梧考

「悲劇の星雲」との格闘一文學としての『史
　記』研究序説一

　3　魏晋南北朝文學

幌山の涙　　羊砧「堕涙碑」の纏承

田園と時間　　陶淵明〈蹄去來分辞〉論

文學言語としての「看」と六朝詩歌　　意味の
　饗遷と唐詩への流れ

六朝の謝啓について

書評：佐竹保子『西晋文學論　　玄學の影と形
　似の曙　　』

書評：加藤國安著『越境する庚信　　その軌跡
　と詩的表現』

　4　惰唐文學

音の傳承　　唐代における樂譜と樂人

擬古詩の愛遷について　　陸機から李白まで
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成熟と老いの詩學認識　　杜甫から欧・梅まで

詩人と傳記作者　　盧藏用が抱いた文學観と陳
　子昴の形象化

元結の叙景と叙情

唐宋古文における「氣」の説と「雄健」の風

李徳裕と卒泉荘

『惰書』文學傳の人びと　　惰代の南朝由來の
　文人たちをめぐって

山水書のテキスト化　　　『永州八記』を例とし
　た一分析

晩唐の詠史詩

東方朔から孫悟室へ

書評：松本肇著『唐宋の文學」

書評：買晋華『唐代集會総集與詩人群研究」

書評：寛文生著『唐宋文學論考』

書評：竹村則行著『楊貴妃文學史研究』

書評：赤井益久著『中唐詩壇の研究』

書評：衣若募『観看・叙述・審美　　唐宋題書
　文學論集　　』

紹介：中國における唐代文學研究のいくらかの
　情況について

　5　宋代文學

朱子語類論文篇言睾注（八）

文學之樂　　梅尭臣晩年の唱和活動と「樂」の
　共同髄

注元量の「湖洲歌」九十八首について

　6　宋代文學

『水瀞傳』成立考　　内容面からのアプローチ

『水瀞傳』成立考　　語彙とテクニカル・ター

　ムからのアプローチ
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五皓（川合康三・西
上勝・淺見洋二・乾
源俊・和田英信）

齋　　藤　　　茂

孫　　　　昌　　武

賂　　　玉　　明

愛　　甲　弘　　志

淺　　見　　洋　　二
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興膳宏・木津茄子・
齋藤希史
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小　　松　　　謙

高野陽子・小松謙
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　7　明代文學

弘治本西廟記について

書評：田仲一成『明清の戯曲』

書評：大木康著『薦夢龍『山歌』の研究　　中
　國明代の通俗歌謡』

　8　清代文學

『聖論』宣講　　教化のためのことば

　9　現代文學

或る女性の影　　周作人の文學的出襲

「不朽」の修解學　　胡適・コスモポリタニズ
　ム・白話詩

　10比較文學

高麗朝における杜詩受容　　李奎報を中心にし
　て

義堂周信の杜甫受容について
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